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bunchin9によるものと考えられる．

　　　夏季の南極点基地で観測された細氷の性質

　　　　菊地勝弘（北海道大学理学部地球物理学教室）

　　　　　　　　　　　　　オースチンW．ホーガン

　　　（ニューヨーク州立大学大気科学研究センター）

　1975年1月から2月にかけて，南極点基地で一35。C

の温度条件下で観測された細氷時の氷晶の性質，特に氷

晶の空間濃度の時間変化，結晶形，角柱状結晶の主軸の

長さや軸比（6／α），成長様式等が解析された．

　このような温度条件下では，一般的には角柱状の氷晶

が卓越すると言われており，事実その通りであったが，

時には氷晶の半数以上が不等辺六角形を含む，五角形，

四角形，三角形の角板状の氷晶が卓越した．空間濃度に

約2時間程度の変動が認められたが，氷晶の空間濃度が

減少すると氷晶は短かい角柱状になり，逆に濃度が増加

すると長い角柱になることがわかった．このことから，

雪面上わずか数十～数百m上空には氷晶を成長させる

に十分な水蒸気があり，時として水飽和の層も認められ

た．

　角柱の成長様式は，On・（1969）によって報告された

温暖および寒冷領域の角柱とはかなり異なっていた．一

方，成長速度は6×10－10gr・sec『1で，Mason（1953）

の低温室での実験の値に近かったが，Isono6」αZ・（1956）

の一5。C前後での野外実験の値よりは小さかった．

　角板状の氷晶が成長したと考えられる温度の時間的空

間的な変動の範囲はせいぜい一37℃～一34。Cであり，

Kobayashi（1961）の7h一∠ρダイヤグラムから推定さ

れる一22。C以下の温度領域での結晶形の鞘状，中空，

無垢角柱とは異なっており，結晶習性に関して新たな問

題点が提起された．
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